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最先端学術情報基盤（CSI）の推進

大学等学術機関とNIIの連携により推進
（CSI: Cyber Science Infrastructure）

学術基盤推進部
学術コンテンツ課

コンテンツチーム
・認証ﾌｪﾃﾞﾚｰｼｮﾝ
・GeNii (CiNii, 

WebcatPlus, 
KAKEN, DBR)

・学会誌の電子化
（ELS）

・電子アーカイブ

図書館連携チーム
・NACSIS-CAT/ILL
・研修事業
・機関リポジトリ支援
（JAIRO, IRDB）

・SPARC Japan

http://www.nii.ac.jp/
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これからの3年間

NII 学術情報サービス
の近未来
CiNii, 研究者ﾘｿﾞﾙﾊﾞｰ, JAIRO, KAKENを
中心に

CSI第3期基本方針
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NII 学術情報サービスの近未来

キーワードは，

人。
CiNiiもKAKENもJAIROも，人に着目
したサービス展開を進めている。

全体像を，NII学術コンテンツサービス研究開発セン
ター長・武田英明先生に聞いてみました。
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Official reports of 
Grants‐in‐aid
For scientific 
Research
61万件

KAKEN

NII‐ELS

Refereed and
Un‐refereed 
articles from 

societies or bulletins
34万件

Electronic journal 
repositories for
universities
35万件

NII‐REO Webcat
Plus

Book Catalogs
1.1億件

indexing service
for academic papers

1200万件

CiNii

Institutional
RepositoryInstitutional

RepositoryInstitutional
RepositoryInstitutional

RepositoryInstitutional
Repository

University
Researcher
DatabaseInstitutional

RepositoryInstitutional
RepositoryInstitutional

RepositoryInstitutional
RepositoryInstitutional

Repository

University
Researcher
Database

University
Researcher
Database

University
Researcher
Database

University
Researcher
Database

University
Researcher
Database

ReaD
(JST) Google

NIIの学術情報サービス（現在＆近未来）

大学・学術機関

外の
サービス

研究者に関する情報

論文に関する情報

研究プロジェクト 本

100機関以上 40機関以上

University
LibraryUniversity

LibraryUniversity
LibraryUniversity

LibraryUniversity
LibraryUniversity

LibraryUniversity
LibraryUniversity

LibraryUniversity
LibraryUniversity

Library
図書に関する情報

J-Stage
(JST) NDL 

外のDBサービス

‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐論文‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐

学会
OLCerSpringer

CrossRef 

Resolving and linking 
service for

researchers' names
15万件

研究者
リゾルバー

人

参考：NII学術コンテンツサービス研究開発センター長・武田英明先生作成資料

学会学会

1200機関
以上

Comprehensive
metadata harvester 
for Japanese IRs

50万件

JAIRO

http://ge.nii.ac.jp/genii-cgi/geniilink_a.cgi?_gn_next_url=https://kaken.nii.ac.jp
http://reo.nii.ac.jp/
http://ge.nii.ac.jp/genii-cgi/geniilink_a.cgi?_gn_next_url=http://webcatplus.nii.ac.jp/
http://ge.nii.ac.jp/genii-cgi/geniilink_a.cgi?_gn_next_url=http://ci.nii.ac.jp/
http://rns.nii.ac.jp/
http://ge.nii.ac.jp/genii-cgi/geniilink_a.cgi?_gn_next_url=http://jairo.nii.ac.jp
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CiNiiの近未来

CiNii2.5（仮称）

第11回図書館総合展の大向一輝先生の発表
スライドにエッセンスがつまっています。

出典 CiNiiリニューアル記念ウェブAPIコンテスト発表会

「これからのCiNii」 大向一輝 (2009/11/11) 
URL： http://www.nii.ac.jp/content/event/libraryfair/

http://www.nii.ac.jp/userimg/1%29omukai_20091111.pdf
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CiNiiの新機能

出典 CiNiiリニューアル記念ウェブAPIコンテスト発表会

「これからのCiNii」 大向一輝
URL： http://www.nii.ac.jp/content/event/libraryfair/

著者検索タブ

※注意：
画面はイメージです。実際の
画面・データとは異なります。
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CiNiiの新機能

出典 CiNiiリニューアル記念ウェブAPIコンテスト発表会

「これからのCiNii」 大向一輝
URL： http://www.nii.ac.jp/content/event/libraryfair/

H22年4月
試行サービス

リリース
（予定）

※注意：
画面はイメージです。実際の
画面・データとは異なります。
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CiNiiの新しい著者検索を有効にするために

「junii2ガイドライン」
“creator”項目必見！

• 「junii2には， 1作成者について，出力する表記形は
1つのみで，同一作成者の異表記形を出力しない」

• ガイドライン案公開・パブコメ受付（2009/12/17）

• 現在最終まとめ中（近日公開予定）

今後の課題
• junii3（仮称）の検討。メタデータの構造化等

参考 NII学術機関リポジトリ構築連携支援事業システム情報
「junii2ガイドライン（案）」の公開

URL： http://www.nii.ac.jp/irp/archive/system/junii2_guide.html

図書館連携作業部会WG2（IRシステム検討WG）
メタデータ検討班による力作

班長：静岡大・杉山さん
班員：北大・野中さん，千葉大・武内さん
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研究者リゾルバーの近未来

研究者リゾルバーにご注目

NII学術コンテンツサービス研究開発センター
蔵川圭先生に聞いてみました。

目的：
Web上の日本人
研究者典拠背景：

著者名検索の課題
・同姓同名
・異標記
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研究者ﾘｿﾞﾙﾊﾞｰとIRと研究者DBの近未来

出典 「研究者リゾルバーαの目的」 蔵川圭（2009/11）

目的1：
機関を超えたIR著者名
名寄せ
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さらにCiNiiの著者名寄せにも

出典 「研究者リゾルバーαの目的」 蔵川圭（2009/11）

目的2：
CiNii著者名寄せの
同定精度を上げる
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JAIROの新機能

この著者の詳細を見る
著者IDを持つデータの場合，研究者リゾルバーと
KAKENへのダイレクトリンクを実現します

詳細は，H22年度公開。
成果にご期待ください！

※注意：
画面はイメージです。実際の
画面・データとは異なります。

学術ｺﾝﾃﾝﾂｻｰﾋﾞｽ研究開発ｾﾝﾀｰと
第2期CSI委託事業（領域2）

「研究者情報ｼｽﾃﾑ連携プログラム
(Maiidentity) 」

(金沢大学)のｺﾗﾎﾞﾚｰｼｮﾝ。



National Institute of Informatics
14

KAKENの新機能

IR本文へのリンク
科研費の研究成果報告書に機関リポジトリのコンテンツ
のアドレスが記述されている場合，リンクを実現します

参考 「様式C-19（記入例）科学研究費補助金研究成果報告書」
H21年度研究成果報告書から，「論文等の研究成果を機関リポジトリで公開している
場合は，論文等にアクセスするためのアドレスを記入すること」が明記された。
URL： http://kikou.doshisha.ac.jp/gakugai/kagaku/C-19/jspsseika_chui.pdf

（中略）

上山 浩: "表現活動としての3Dアニメーション制作の教材化III-教育活動としての3DCG制作指導の成立-" 美術教育学(美術科
教育学会誌) 第28号. 51-66 (2007) 
http://hdl.handle.net/10076/2657

詳細は，H22年度公開。

学術ｺﾝﾃﾝﾂｻｰﾋﾞｽ研究開発
ｾﾝﾀｰで開発中。

2008年度以降の

成果報告書が

対象です

※注意：
画面はイメージです。実際の
画面・データとは異なります。

http://hdl.handle.net/10076/2657
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機関リポジトリから見た将来構想

学会

Projects

出典 “A Retrospective of NII Projects on New Perspectives in CSI”
Jun Adachi (NII) (2009/12/04) 

URL：http://drf.lib.hokudai.ac.jp/drf/index.php?DRFIC2009

揺籃期から発展期へ
– 利用者にとって使えるサービス・質
– 重層的なサービス群

アグリゲータ：網羅性

分野 Portal
ex. DML-JP

機関リポジトリ：機関単位・分野横断・網羅性

付加価値サービス：専門性・先進性

Topics
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CSI第3期基本方針

第2期までの成果と課題を受け，第3期は以下の
3点を基本方針とする。

(1) 研究教育の活性化を図り，学術コンテンツのオープンアクセス
を進展させるために，平成22年度～24年度の3年間を第3期
と位置づけ，本事業を継続する。

(2) 委託事業の内容として，領域1を引き継ぐ「コンテンツ構築支援」
，領域2を引き継ぐ「先導的プロジェクト支援」に加え，新たに「リ
ポジトリ担当者コミュニティ支援（仮称）」を設定し，機関リポジトリ
の構築連携，機関リポジトリの高度化および付加価値向上，コミ
ュニティの活性化を支援する。

(3) 機関リポジトリの構築を検討している大学向けに，NIIがシステ
ム基盤（ハードウェア・ソフトウェア）を第3期中に整備し，リポジト
リシステム構築の選択肢として提供する。

参考 NII学術機関リポジトリ構築連携支援事業ニュース
「平成22年度委託事業基本方針」

URL： http://www.nii.ac.jp/irp/
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Special Thanks!
平成21年度 学術コンテンツ運営・連携本部，図書
館連携作業部会，WGメンバーの皆さま

• WG1 新世代学術コンテンツ基盤システム検討WG
• WG2 IRシステム検討WG
• WG3 IRと学術情報発信高度化に向けた検討WG
• WG4 第3期CSI事業検討WG
• WG5 ERDB仕様検討WG
• WG6 人文社会系電子コレクション検討WG

一緒に作りましょう，次世代学術ｺﾝﾃﾝﾂ基盤

CSI第3期委託事業へのご提案，プロジェク
トへの積極的なご参加をお待ちしています。

H22年度の
体制，タスクは
検討中です

“Our future is in your hands!”
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詳細は・・・

お問い合わせ先・情報入手先

http://www.nii.ac.jp/irp/

国立情報学研究所

学術基盤推進部

学術コンテンツ課

図書館連携チーム

（機関リポジトリ担当）

ir@nii.ac.jp
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